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　今年、シャンティは設立45周年を迎えました。
前身の曹洞宗東南アジア難民救済会議（JSRC）
がタイに事務所を開き、始まったカンボジア難
民救援活動を引き継いで以来、瞬く間の45年で
した。私は24歳で現場に飛び込み、そこから42
年が過ぎ、人生の大半を共に歩んできました。
　この間シャンティは、世界情勢の変化に伴い、
「共に生き、共に学ぶ」をモットーに活動地域や
組織を広げてきました。45年前、今日のような地
政学リスクや国際秩序の変動と、現在のシャン
ティの姿を誰が予測できたでしょうか。
　カンボジア問題を契機に始まり、難民の人々
が本国に自主帰還して35年が過ぎた節目に、私
は長年プノンペンの仏教研究所にシャンティの職
員として携わったイー・トンさんの著書『シャン
ティと私』を和訳・監修し、『カンボジアの仏教と
クメール文化の復興』と題して明石書店より出
版する運びになりました。本書には、シャンティが
初期に難民キャンプで取り組んだクメール語仏
教経典の復刻配布と、当時難民キャンプでは禁
止されていた仏教寺院の建立をコミュニティセン
ターとして開き、図書館や伝統音楽・舞踊教室を

支援した意義が記録されています。戦禍の中か
らカンボジアの国全体が復興するためには、仏
教すなわちクメール人たちが喪失しかけた精神
文化の再生こそが不可欠だったこと、そしてその
歩みにシャンティが寄り添い、果たしてきた役割
が克明につづられています。
　再認識したことは、創設の中心にいて鬼籍に
入られた有馬実成さんと松永然道さんはもちろ
ん、無着成恭さんとときさんご夫妻、野村耕健
さん、八木澤克昌さん、スコン・ジョンユーさん
など、「けものみち」を切り拓いた偉大な先達の
不
ふ

撓
とう

不屈の精神と、数え切れない人 と々のご縁
があってこそ今日のシャンティがあるということで
す。私にできることは「貧者の一灯」にすぎませ
ん。それでもその灯を絶やすことなく、これから
も皆さんと共にシャンティを未来へつないでいく一
員でありたいと思っています。

巻
末
言

写真上：
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イー・トンさんと
写真左：
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45
年
に
わ
た
り
皆
さ
ま
と
共
に
歩
ん

で
き
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
。
そ
の
歩
み
は
、
教

育
と
文
化
を
通
じ
て
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、

未
来
を
育
む
挑
戦
の
連
続
で
し
た
。

　
活
動
地
で
は
支
え
ら
れ
た
子
ど
も
た

ち
が
地
域
を
担
う
存
在
へ
と
成
長
し
、

新
た
な
世
代
へ
と
希
望
が
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
世
界
で
は
紛
争

や
災
害
、
気
候
変
動
な
ど
新
た
な
課
題

が
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
変
わ
ら
な

い
理
念
を
胸
に
、
変
わ
り
ゆ
く
時
代
と

向
き
合
い
な
が
ら
歩
む
シ
ャ
ン
テ
ィ
の

「
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

タイ国境難民キャンプのコミュニティ図書館にて（2023年撮影）©川畑嘉文
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シ
ャ
ン
テ
ィ
の
前
身
「
曹
洞
宗
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」

が
1
9
8
1（
昭
和
56
）
年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
今
年
で

45
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

ア
ジ
ア
の
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

に
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
る
活
動
を
継
続
で
き
た
の

は
、
支
援
し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
が

あ
っ
て
こ
そ
、
と
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
お
届
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
地
に

お
い
て
も
政
治
の
混
乱
や
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
る
地
域

も
あ
り
、
け
っ
し
て
順
調
な
活
動
が
で
き
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
こ
に
学
び
を
求
め
る
子
ど

も
た
ち
が
い
る
限
り
、信
頼
関
係
を
築
い
た
地
域
の
人
々

と
の
連
携
を
通
じ
、
学
び
を
届
け
て
い
ま
す
。
不
透
明

感
を
増
す
国
際
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
シ
ャ
ン
テ
ィ

は
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
平
和
へ
の
原
動
力
」
と
信
じ
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

45

❸ ❷

　
1
9
8
1
年
に
誕
生
し
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
45
年
に
わ
た
り「
教
育
」と「
文
化
」を

通
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
未
来
を
育
む
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
歩
み
の
中
で
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
は
7
カ
国

8
地
域
へ
と
広
が
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
る
取

り
組
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に
寄
り
添
い
な
が

ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
紛
争
や
自
然
災
害
な

ど
に
対
応
す
る
緊
急
人
道
支
援
の
機
会
が
増
え
る
と
と

も
に
、
日
本
国
内
で
も
外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
と
保
護
者

へ
の
支
援
な
ど
、
新
た
な
社
会
課
題
に
向
き
合
う
活
動

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
活
動
地
の
現
況
や
力
を
入
れ
て
い
る

活
動
、
現
地
職
員
の
思
い
を
通
し
て
、
変
化
す
る
社
会
の

中
で
広
が
り
続
け
る
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
と
、
そ
の
未
来

へ
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

❶

おはなしキャラバンによるカオイダン難民キャンプでの公演（1984年） カオイダン難民キャンプでの常設図書館（1981年）
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■ 活動地の現況

カンボジア政府は5カ年の教育戦略計画に基づき、質の高
い公平で包摂的な教育を受けられるようにすることを優先
事項として、さまざまな施策に取り組んでいます。スポーツ
の振興や ICTの活用、学校給食プログラムなどが進められ
ている一方、国境付近を含む地方では基礎的なインフラさえ
十分整備されておらず、老朽化し安全が懸念される木造校
舎で授業を続ける学校もあります。経済的理由や授業につ
いていけないなどの理由により、小学生のうちに7.5％の生
徒が退学しています。学習環境改善のほか、地方の教員不足、
教員による授業の質改善も喫緊の課題となっています。

■ 力を入れている活動

2026年から、世界銀行が運営する日本社会開発
基金の助成を受け、「テクノロジーを活用した幼児
期のスキル育成事業」を開始しました。北西部3
州60園を対象に、「遊びを通した学び」の推進に
向け、デジタル技術を活用した教員支援、保護者
の参画推進、幼稚園の建設・修繕、学校給食の
提供に取り組みます。幼児教育・デジタル技術・
栄養を組み合わせた新たなアプローチにより、子
どもたちの心身の発達を支え、幼児教育へのアク
セスと質の向上を目指します。

所長

菊池 礼乃
Ayano Kikuchi

カンボジア
Cambodia

2023年にフン・セン前首相から代わり、長男のフン・マネット氏が新たな首相に
就任しました。2025年は7月と12月にタイ国境にて武力衝突が起き、それぞれ
同月に停戦合意がなされましたが、いまだ約２万人が避難先から帰還できてい
ません（2026 年７月時点）。タイとの陸路封鎖やそのほかの不安定要素から、物
価高も懸念されています。また国内ではオンライン詐欺の取り締まりが強化され、
多くの詐欺拠点が摘発されています。

　

質
の
高
い
教
育
は
人
々
の
生
活
を
変
え
、

地
域
社
会
に
永
続
的
な
変
化
を
も
た
ら
す
と

い
う
信
念
は
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
で
の
活
動
を
通

じ
て
さ
ら
に
強
ま
り
ま
し
た
。
2
0
1
1
年

の
入
職
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
っ

た
経
験
か
ら
、
持
続
可
能
な
開
発
は
、
地
域

社
会
と
連
携
し
、
現
地
の
力
を
高
め
る
こ
と

か
ら
生
ま
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

最
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
、
活
動
を

支
え
る
献
身
的
な
教
員
や
地
域
住
民
、
好
奇

心
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
こ

と
で
す
。
彼
ら
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
、
活

動
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ン

テ
ィ
は
私
の
人
生
の
一
部
で
す
。
今
日
の
活

動
が
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

未
来
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
の
原
点
は
、
故
郷
を

離
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
教
育
・
文
化
活
動
を
通
じ
て
、
人
々

が
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
し
、

希
望
を
持
っ
て
生
き
る
力
を
支
え
る
こ
と
に

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
理
念
は
今
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
か
つ
て
支
援
を
受
け

た
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
担
い
手
と
な
り
、

学
び
を
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
ま
す
。
そ

の
姿
か
ら
、
教
育
と
文
化
に
は
、
人
を
育
み
、

地
域
を
つ
な
ぎ
、
平
和
な
社
会
の
土
台
を
築

く
力
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
私
も
、

先
輩
方
が
築
い
た
現
地
の
人
々
と
の
信
頼
を

受
け
継
ぎ
、
人
々
が
未
来
を
切
り
拓
く
力
を

育
む
「
触
媒
」
と
し
て
、
よ
り
良
い
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現地代表の
メッセージ

シニア・コーディネーター兼
バッタンバン事務所フィールド
オフィス・マネージャー
トン・モンクラ 
Ton Mongkrath
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未
来
を
育
む
活
動
地
の
今

45
年
の
感
謝
と
、シ
ャ
ン
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
支
援
に
携
わ
れ
る
こ
と
を
光

栄
に
思
い
ま
す
。
約
20
年
間
、「
共
に
生
き
、

共
に
学
ぶ
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
多
く
の

学
び
と
成
長
の
機
会
を
得
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
や
支
援
者

の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
、
今
後
も
教
育
と
社
会

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

ラ
オ
ス
は
経
済
発
展
を
遂
げ
る
一
方
、
貧

富
の
差
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ン

テ
ィ
は
2
0
1
4
年
に
事
務
所
を
北
部
ル
ア

ン
パ
バ
ー
ン
へ
移
転
し
、
よ
り
困
難
な
状
況

に
あ
る
人
々
へ
の
支
援
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
「
す
べ
て
の
子
ど
も
に
質
の
高
い
包

摂
的
な
教
育
を
届
け
る
」
と
い
う
目
標
の
実

現
に
向
け
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

■ 活動地の現況

ラオス北部の遠隔地・山岳地域では、多くの少数
民族の子どもたちが、公用語であるラオス語を十分
理解しないまま就学するため、授業内容の理解や
学習の定着が課題となっています。また、校舎や教
材、電気・水などの教育インフラや有資格教員が不
足し、学習環境は十分とは言えません。さらに、中
学校までの距離や交通手段の不足、家庭の経済的事
情から進学を断念する子どもも少なくなく、地域間
の教育格差が依然として大きな課題となっています。

■ 力を入れている活動

ラオス北部の少数民族地域では、言語の壁や教育環境の
不足により、遠隔地では複式学級や教員不足も重なり、小
学校5年生で十分な読み書きができる児童は49％にとど
まります。シャンティは、こうした教育課題の解決に向け
て、学校校舎の建設、読書推進活動、ラオス語教育への
支援、教員研修、村落教育開発委員会のワークショップな
どを実施しています。地域の状況に寄り添いながら、子ど
もたちが安心して学び、可能性を広げられる教育環境づく
りに、地域と共に取り組んでいます。

2025年3月、党中央委員会と国会は政府組織機構改革を承認し、一部省
庁の再編や統合が進められました。2026年初めには新たな政府機構が発
足し、ソーンサイ・シーパンドーン首相が引き続き政権を担っています。一方、
2026年3月以降は中東情勢の混乱による燃料不足や石油価格の高騰がラ
オスにも影響を及ぼし、政府機関では遠隔勤務や交代制出勤が導入され、
一部の行政手続きに遅れが生じています。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
使
命
や
価
値
観
に
共
感
し
、

子
ど
も
た
ち
や
地
域
社
会
を
支
え
る
活
動
に

携
わ
れ
る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
経
験
を
積
み
、
同
僚

と
の
信
頼
関
係
も
築
い
て
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
成
長
や
学
ぶ
喜
び
に
寄
り
添
い
、

希
望
あ
る
未
来
を
築
く
力
に
な
れ
る
こ
と
が
、

私
の
大
き
な
や
り
が
い
で
す
。

所長代行

玉利 清隆 
Kiyotaka Tamari 

副所長

プッタナリー（通称・オイ）
Phoutthanaly（Oy）

ラオス
             Laos 

現地代表の
メッセージ
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未
来
を
育
む
活
動
地
の
今

45
年
の
感
謝
と
、シ
ャ
ン
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら

■ 活動地の現況

難民キャンプでは、紛争や避難の影響を受けた子
どもたちに教育機会を提供しています。地域主体
の学校運営が続く一方、人道支援資金の減少によ
る教材・教員支援の不足や、経験ある教員の流出
による人材確保が課題となっています。また、就労
機会の拡大により学習を中断する若者も増えてお
り、子どもたちが将来の可能性を広げ、社会で自
立して生きていくための継続的な教育支援が求め
られています。

■ 力を入れている活動

国境地域の変化に対応し、子どもや若者が将来の機会
を広げられることを大事にしています。特に、進学や
就労に必要となるタイ語学習を重視し、教材の整備や
ボランティアとの交流を通じた実践的な学習機会を提
供する予定です。また、保護者の就労による子どもの
孤立を防ぐため、学校や地域組織と連携し、子どもた
ちが安心して学び成長できる環境づくりにも取り組む
予定です。さらに、地域の変化に寄り添いながら、持
続的な教育支援の実現を目指します。

タイ・ミャンマー国境地帯では、1970年代以降、紛争を逃れた人々が避難生活
を続けており、現在も約10万4,000人が 9 カ所の難民キャンプで暮らしています。
長年の避難生活の中で学校や地域組織が築かれる一方、第三国定住の機会減
少や人道支援資金の変化など、将来への課題も深刻化しています。タイ政府に
よる就労許可など新たな動きも進む中、持続可能な解決策が求められています。

　

私
が
特
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
の
は
、

図
書
館
事
業
を
通
じ
て
、
十
分
な
教
育
機
会
を

得
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
る
こ

と
で
す
。
図
書
館
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
過
ご
し
、
本
を
通
じ
て
知
識
や
新
し
い
考
え

に
触
れ
る
大
切
な
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
教
員
に
と
っ
て
も
授
業
を
豊
か
に
す
る
教

育
資
源
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
を

高
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
自
信
を
持
っ
て
学
び
、
成
長
す
る
姿
や
、

地
域
と
共
に
教
育
環
境
が
向
上
し
て
い
く
様
子

を
見
る
こ
と
が
、
私
の
大
き
な
励
み
で
す
。
教

育
は
未
来
を
切
り
拓
く
力
で
あ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
可
能
性
を
広
げ
る
大
切
な
取
り
組
み
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

25
年
間
シ
ャ
ン
テ
ィ
で
働
く
中
で
、
組
織
の

成
長
や
多
く
の
人
々
の
人
生
に
も
た
ら
し
た
変

化
を
見
届
け
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
や
社

会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
に
希
望
と
機
会

を
届
け
る
活
動
に
携
わ
れ
た
こ
と
を
、
誇
り
に

感
じ
て
い
ま
す
。
職
員
、
地
域
の
人
々
、
パ
ー

ト
ナ
ー
、
支
援
者
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
教
育
や

読
書
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
発
展
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
は
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
が
、
教
育
が
未
来
を
切
り
拓
く
力
で
あ
る

と
い
う
信
念
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
45
年
の
歩
み

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
と
共
に
希
望

あ
る
未
来
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

ミャンマー
（ビルマ）

難民キャンプ
Myanmar(Burma) 

Refugee Camp

現地代表の
メッセージ
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ジャビット・サフィ
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■ 活動地の現況

アフガニスタン東部では、教育と人道支援の両面で
厳しい状況が続いています。女子中等教育の停止や
コミュニティ・ベース教育の縮小により、特に遠隔地
の子どもたちの学びの機会が失われています。
さらに、パキスタンからの帰還民の増加や2025年
の地震により学校や地域への負担が増し、人道支援
資金の不足も重なり教育環境は一層厳しさを増して
います。多くの子どもが教育の中断や避難生活を経
験しており、継続的な支援が求められています。

■ 力を入れている活動

地区公共図書館が子どもや若者にとって安全で利用しや
すい学びの場となるよう支援しています。図書館環境の
整備や読書活動の推進を通じて、子どもたちの読解力や
学ぶ意欲、生涯にわたる学びの基盤を育んでいます。
また、児童保護施設では、孤児や脆

ぜい

弱な立場にある子
どもたちへ図書館サービスや読み聞かせ、心理社会的支
援を提供し、自信と学ぶ喜びを育んでいます。さらに、水・
衛生設備を改善し、安全な水と衛生環境を整えることで、
子どもたちの健康で安心できる生活を支えています。

アフガニスタンでは2021年以降、暫定政権による統治が続き、女性や女子
の教育・就労・社会参加に厳しい制限が課されています。さらに、国際支援
の縮小やパキスタン、イランからの帰還民の増加により人道状況は悪化してい
ます。帰還した子どもたちの中には教育環境になじめないケースも多く、特に
女性や子どもへの教育や生活支援の必要性が一層高まっています。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
教
育
を
受
け
る
機
会
が

限
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
図
書
館
活
動
や

代
替
教
育
を
通
じ
て
学
び
の
場
を
届
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
震
や
帰
還
民
の
増
加
な
ど

緊
急
時
に
は
移
動
図
書
館
を
実
施
し
、
本
や

読
み
聞
か
せ
、
学
習
活
動
、
心
理
社
会
的
支

援
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
心
と
学
び
を
支

え
て
い
ま
す
。
困
難
な
状
況
の
中
で
も
、
子

ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
学
び
、
本
に
親
し
み
、

自
信
を
取
り
戻
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
が
、

私
の
大
き
な
や
り
が
い
で
す
。
一
冊
の
本
と

の
出
会
い
が
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
、

学
び
続
け
る
力
を
育
む
こ
と
を
日
々
実
感
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
や
学
校
、
同

僚
と
協
力
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
安
心
し

て
学
び
、
希
望
を
持
っ
て
未
来
を
切
り
拓
け

る
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
世
界
各
地
の
困
難
な
状
況
に
あ
る

人
々
や
地
域
社
会
に
寄
り
添
い
、
希
望
と
変
化
を
届

け
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
そ
の
使
命
の
一
翼
を
担

え
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、
東
京
事
務
所
、

理
事
会
、
ご
支
援
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら

の
信
頼
と
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
女
子
教
育
へ
の
制
限
、

貧
困
、
自
然
災
害
、
避
難
民
の
増
加
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
務
所
は
、
子
ど
も
図
書
館
や

代
替
教
育
、
学
校
・
図
書
館
環
境
の
整
備
、
緊
急

支
援
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
社
会
に
寄

り
添
う
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

あ
45
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
私
た
ち
は
思
い
や
り

と
誠
実
さ
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
人
々
の
希
望
を

育
み
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
社
会
の
よ
り
良
い
未

来
の
た
め
に
歩
み
続
け
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

アフガニスタン
                  Afghanistan 

現地代表の
メッセージ
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未
来
を
育
む
活
動
地
の
今

45
年
の
感
謝
と
、シ
ャ
ン
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら



シニア・コーディネーター

テッ・テッ・ハニー
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所 長

中原 亜紀
Aki Nakahara

■活動地の現況

ミャンマーでは、政情不安や武力衝突、自然災害の影
響により、多くの地域で教育環境の悪化が続いていま
す。活動地のカレン州や西バゴー地域などでは、学校
施設や学習環境の損傷、教材不足、教員の負担増加な
どが課題となっています。また、子どもたちが読書に触
れる機会や学習資源へのアクセスも限られており、学習
意欲や学習習慣の形成にも影響を与えています。さらに、
紛争や避難生活を経験した子どもたちにとっては、安全
で安心して過ごせる学びの場の確保も重要な課題となっ
ており、図書館活動や移動図書館などを通じて、子ど
もたちが学び続けられる環境づくりに取り組んでいます。

■力を入れている活動

緊急人道支援と教育支援の両立に力を入れています。
紛争や自然災害の影響により、多くの地域で安全な生
活環境や学習環境の確保が課題となっており、特に子
どもたちへの継続的な教育支援の必要性が高まってい
ます。地震の影響を受けた学校の修繕や学習スペース
の整備を進めるとともに、学校図書館活動や移動図書
館活動を通じた支援にも取り組んでいます。子どもたち
が安心して学べる環境づくりと、教員が多様な教材を活
用した授業を実践できる体制づくりを進め、厳しい状況
下でも学びの継続を支えています。

ミャンマーでは2021年以降の政情不安や武力衝突の長期化により、人々 の生
活環境が厳しい状況に置かれています。加えて、経済の停滞や物価上昇が続き、
教育や医療をはじめとする基本的な社会サービスへのアクセスも制限されてい
ます。紛争や避難の影響を受けている地域では、多くの住民や子どもが不安
定な生活を余儀なくされています。また、2025年に発生した大規模地震の影
響により、一部地域では学校や住居などのインフラ被害も発生し、人道支援お
よび復興支援のニーズが引き続き高い状況です。

特 集

　

私
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
で
働
い
て
い
る
こ
と
に

大
き
な
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
教
育
支
援

は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
だ
け
で
な
く
、
国

の
未
来
を
形
づ
く
る
重
要
な
取
り
組
み
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
の
魅

力
は
、
支
援
を
届
け
る
だ
け
で
な
く
、
現
地

職
員
と
支
援
者
を
つ
な
ぎ
、
人
々
に
希
望
を

届
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
政
治
危
機
下
に
あ

る
地
域
で
も
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、「
あ

な
た
た
ち
は
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

働
く
母
親
と
し
て
限
ら
れ
た
時
間
を
こ
の

仕
事
に
費
や
す
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
を
感

じ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
成
果
が
見
え
な
く
て

も
、
国
の
未
来
に
つ
な
が
る
種
を
蒔ま

い
て
い

る
と
い
う
実
感
が
、
私
の
日
々
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
は
紛
争
や
自
然
災
害
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
深
刻
化
し
、
緊
急
人
道
支
援
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
子
ど
も
た
ち
は
社
会
や
国
の
未
来
を

担
う
存
在
で
あ
り
、
今
私
た
ち
が
直
面
す
る

課
題
を
解
決
し
て
い
く
の
も
次
の
世
代
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
教

育
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
厳
し
い
環
境
や
組
織
運
営
上
の

制
約
が
あ
る
中
で
も
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

る
の
は
、「
共
に
生
き
、
共
に
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
平
和
（
シ
ャ
ン
テ
ィ
）
な
社
会
」
の

実
現
を
目
指
し
て
き
た
組
織
の
姿
勢
が
あ
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
現
場
で
子
ど
も
た
ち

の
未
来
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
こ
と
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
45
周
年
を
迎
え
た
今
後

も
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
続
け
る
組

織
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

現地代表の
メッセージ

 ミャンマー
Myanmar

未
来
を
育
む
活
動
地
の
今

45
年
の
感
謝
と
、シ
ャ
ン
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら

職員の想い
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ガネシュ・クマー・ラマ
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所 長

萩原 宏子
Hiroko Hagihara

■ 活動地の現況

ネパールでは基礎教育へのアクセスは改善しているものの、
5人に1人が基礎教育を修了しておらず、特に1年生の退学
や留年が深刻です。高学年になっても基礎的な読み書きに
課題がある子どもも少なくありません。公立校の質の低さへ
の不満から、比較的裕福な家庭の子どもが私立校に流れて
おり、教育格差の拡大が懸念されています。幼児教育では
ジェンダー格差が深刻で、女児の入園率は45％にとどまりま
す。これは公立の幼児教育が未整備な中、親が男児を優先
して私立の幼児教育クラスに通わせる傾向によるものです。

■ 力を入れている活動

2026年から「少数民族地域における基礎教育改
善事業」を開始しました。山岳地域のコミュニティ・
スクール（公立校）における就学前および低学年
児童の教育の質の改善を目指し、校舎建設や教室・
衛生環境の改善、読み聞かせの推進、保護者への
啓発活動などを実施します。学校や地域の方 と々
協力しつつ、子どもたちが「楽しい！」「行きたい！」
と思える学校づくりを進めていきたいと思います。

ネパールでは昨年、若者を中心とした大規模な反政府デモにより当時のオリ政権が
退陣する政変が起きました。今年3月の総選挙では、既存政治への不満を背景に
新興政党が大勝。新政権が樹立されました。伝統的な政治からの転換に期待が高
まる一方、国内では山間部や低カースト層への開発の遅れ、深刻な経済格差や高
い失業率に直面しています。2026年8月、氷河崩壊による土石流・洪水が発生し、道路、
橋などのインフラに甚大な被害が出たほか、多数にのぼる人的被害となりました。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
特
に
好
き
な

の
が
、地
域
の
人
々
と
「
共
に
」
歩
む
姿
勢
で
す
。

図
書
館
や
識
字
、
職
業
訓
練
、
先
住
民
族
の
文

化
を
踏
ま
え
た
教
科
書
づ
く
り
な
ど
の
活
動
で
、

住
民
が
自
発
的
に
取
り
組
み
を
進
め
、
学
び
を

通
じ
て
自
信
を
深
め
て
い
く
姿
に
喜
び
を
感
じ

ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
次
世

代
の
た
め
に

持
続
可
能
な

変
化
を
生
み

出
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

　

い
つ
の
ま
に
か
「
戦
争
が
当
た
り
前
」
に

な
り
、
世
界
が
壊
れ
て
い
く
よ
う
な
怖
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
活
動
を
始

め
た
45
年
前
と
比
べ
、
世
界
が
良
い
方
向
に

向
か
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
大
切
に
し

て
き
た「
共
に
生
き
、
共
に
学
ぶ
」
姿
勢
は
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

 

「
こ
う
い
う
世
界
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
願
い
を
現
実
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
の
が

私
た
ち
の
仕
事
で
す
。
足
元
の
社
会
課
題
を

地
道
に
解
決
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の
際
に
民

族
や
国
籍
な
ど
の
違
い
を
超
え
て
協
力
し
合

う
こ
と
が
平
和
な
社
会
の
礎
に
な
る
と
信
じ
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ネパール
 　 Nepal 

現地代表の
メッセージ

特 集

未
来
を
育
む
活
動
地
の
今

45
年
の
感
謝
と
、シ
ャ
ン
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら

職員の想い
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水木 茉里奈
Marina Mizuki

課長のメッセージ
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課 長

石塚 咲 
Saki Ishizuka

職員の想い

■ 活動地の現況

ミンダナオ島南部を襲った地震により、多くの学校が被害
を受けました。活動地では校舎の損壊により十分な学習
環境を確保できない学校が複数見られ、ある学校ではす
べての教室が使用できなくなりました。一方で、学校や教
育局はワークシートの配布やオンライン授業などを通じて
学習の継続に努めています。しかし、余震への不安から登
校をためらう保護者や子どもも多く、学習の遅れや心理的
負担が課題となりました。今回の地震では、学校再開だ
けでなく、子どもたちが安心して学べる環境づくりの重要
性が改めて浮き彫りとなりました。

■ 力を入れている活動

シャンティは、緊急人道支援においても、子どもた
ちの学びを守ることを大切にしています。被災直後
は食料や住まいなど、さまざまな支援が必要となり
ますが、子どもたちが安心して過ごせる場や学ぶ機
会を取り戻すことも重要です。今回のミンダナオ島で
の支援では、現地の学校や教育局への聞き取りをも
とに、被害の大きかった学校へ学用品キットや教具・
教材を提供するとともに、教員が子どもたちの心の
ケア活動に使用するためのキットを配布しました。

2026年4月から緊急人道支援課が設立され、国内外の災害発生後に活動を実施しています。
2026年6月にフィリピンで発生した地震では、ミンダナオ島南部の一部地域で学校や住宅、公共施
設が被災し、子どもたちの学習環境にも大きな影響が生じました。フィリピン南部のミンダナオ島は、
多様な民族や文化が共存する地域です。また、フィリピンは地震や台風、洪水、地すべりなどの自然
災害が頻発する国として知られています。現在は地方自治体や教育省、地域住民が連携しながら復旧
を進めており、シャンティも現地パートナーと協力し支援を行いました。

　

大
学
生
の
こ
ろ
、絵
本
の
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
「
絵
本
を
届
け
る
運
動
」
に
参
加

し
た
こ
と
が
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
と
の
出
会
い
で

し
た
。
当
時
か
ら
緊
急
下
の
教
育
や
平
和
構

築
に
関
心
を
持
ち
、
紛
争
後
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
教
育
を
学
ぶ
た
め
N
G
O
で
活
動
す
る
一

方
、
識
字
や
教
育
に
長
年
取
り
組
む
シ
ャ
ン

テ
ィ
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
や
が
て

緊
急
人
道
支
援
の
求
人
を
見
つ
け
、
縁
を
感

じ
て
応
募
し
ま
し
た
。

　

紛
争
や
災
害
に
よ
っ
て
学
ぶ
機
会
を
奪
わ

れ
た
人
々
が
、
そ
れ
で
も
教
育
に
希
望
を
見

い
だ
し
、
学
び
続
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
を
通
じ
て
、教
育
が
人
々

の
尊
厳
や
日
常
を
取
り
戻
す
力
と
な
り
、
未

来
へ
の
希
望
に
つ
な
が
る
よ
う
、
必
要
な
支

援
を
届
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
45
年
間
、
ア
ジ
ア
各
地
で

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
る
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
震
支

援
で
は
、
被
災
し
た
学
校
や
地
域
を
訪
問
し
、

改
め
て
学
校
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
学
び

の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
が
日

常
を
取
り
戻
し
て
い
く
上
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
気
候

変
動
に
よ
る
自
然
災
害
や
紛
争
な
ど
に
よ
り
、

学
び
の
継
続
が
困
難
に
な
る
状
況
が
各
地
で

見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や
ニ
ー
ズ
に
目
を

向
け
、
支
援
を
届
け
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
困
難
な

状
況
に
置
か
れ
た
人
々
が
安
心
と
希
望
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
、
各
国
で
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

緊急
人道支援

特 集

未
来
を
育
む
活
動
地
の
今

45
年
の
感
謝
と
、シ
ャ
ン
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら



多文化キッズコーディネーター

久保田 芳恵
Yoshie Kubota 

多文化キッズコーディネーター

朴 梨沙
Risa Park

課長メッセージ 職員の想い
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課 長

鈴木 晶子 
Akiko Suzuki

国内事業課 

■ 活動地の現況

日本で暮らす外国人は年々増加し、2025年末の在
留外国人数は初めて400万人を超え、約412万人と
なりました。また、外国人労働者数も約257万人と
過去最多を更新し、日本社会を支える重要な存在と
なっています。一方で、受け入れ体制の整備は十分
とはいえません。就労、教育、言語、住居、在留資
格、医療など幅広い分野で課題を抱え、日本語教育
の担い手不足や外国ルーツの子どもの学習支援、自
治体間の支援格差も深刻化しています。多文化共生
社会の実現に向け、包括的な支援体制の構築が急務
となっています。

■ 力を入れている活動

生活のこと、在留資格のことなど困りごとの相談を
受け、食料をお渡しする包括的支援事業は2021年
から2026年6月末まで72回開催し、1,996人が
参加しました。参加者のうち46％がミャンマー国籍、
27％がネパール国籍の方で、在留資格に関する相談
が最も多い状況です。
多文化キッズ事業では、保護者や学校関係者から「日
本語を話すことができていても、教科学習について
いけない」など、2026年1月以降8月末まで、417件
の相談を受けてきました。年齢や国籍にかかわらず、
困りごとに寄り添い活動を続けます。

コロナ禍を契機に、外国人支援のプラットフォーム「としまる」を 2021 年に設立し、生活・法律・通訳
支援を実施しています。2024年には練馬区でも「ねりんく」を開始し、相談会やフードパントリーを通
じて支援の輪を広げています。2026年からは豊島区からの受託事業として多文化キッズサロンを開設。
豊島区初の外国ルーツの子どもと保護者の居場所として、専門スタッフと共に活動を行っています。

　

私
は
、
都
内
の
小
学
校
で
教
員
を
し
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
児

童
が
大
き
く
増
え
て
い
る
一
方
で
、
学
校
や
地

域
の
対
応
が
十
分
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
多
文
化
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
で
は
、

日
本
語
や
教
科
の
学
習
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
つ
な
が
り
、
一
人

ひ
と
り
の
学
校
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う

支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く

生
き
い
き
と
日
本
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
み

な
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
に

は
、
在
留
資
格
、
住
ま
い
、
行
政
の
各
種
手
続
き
、

心
の
寄
り
添
い
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。「
と

し
ま
る
」
で
培
っ
て
き
た
経
験
や
人
脈
を
学
校

や
地
域
と
つ
な
ぎ
、
よ
り
有
機
的
な
支
援
を
実

現
す
べ
く
尽
力
し
て
い
き
ま
す
！

　

活
動
を
通
し
て
、
外
国
ル
ー
ツ
の
子
ど
も
た
ち
が
、

日
本
で
の
暮
ら
し
の
中
で
不
安
や
寂
し
さ
、
孤
独
を

感
じ
て
い
る
様
子
を
見
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護

者
も
言
葉
が
通
じ
な
い
不
安
や
制
度
が
理
解
で
き
な

い
も
ど
か
し
さ
な
ど
、
文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
に

よ
る
戸
惑
い
、
孤
独
や
孤
立
を
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
が
「
楽
し
い
」「
も
っ
と
学
び
た
い
」と
思
え
る

時
間
を
積
み
重
ね
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
い
人
生

を
選
択
で
き
る
よ
う
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

未
来
を
育
む
活
動
地
の
今

45
年
の
感
謝
と
、シ
ャ
ン
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら

特 集
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事務局長
山本英里
 Eri Yamamoto

未
来
を
育
む
活
動
地
の
今

45
年
の
感
謝
と
、シ
ャ
ン
テ
ィ
の
こ
れ
か
ら

　

令
和
8
年
熊
本
地
震
を
は
じ
め
、
日
本
各
地

で
の
豪
雨
、
ネ
パ
ー
ル
や
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
な

ど
海
外
で
も
多
発
す
る
水
害
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
深
く
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
支
援
を
始

め
て
か
ら
45
年
。
私
た
ち
は
、
教
育
と
文
化
の

力
を
信
じ
、
困
難
の
中
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
や

地
域
の
人
々
と
歩
み
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
平

和
な
社
会
の
実
現
へ
の
道
の
り
は
、
前
進
と
後

退
を
繰
り
返
し
な
が
ら
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
世
界
で
は
紛
争
や
災
害
、
気
候
変
動
、

貧
困
、
格
差
な
ど
、
一
国
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
課
題
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
国
や
立
場
の

違
い
を
越
え
て
、
人
が
人
と
し
て
大
切
に
さ
れ

る
社
会
を
願
い
、
分
断
を
越
え
て
対
話
し
、
支

え
合
う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

同
時
に
、
私
た
ち
の
足
元
に
あ
る
地
域
社
会

に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
内
の

災
害
支
援
で
は
、
平
時
か
ら
の
つ
な
が
り
を
育

み
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
見
つ
め
な
が
ら
防

災·

減
災
に
取
り
組
み
、
い
ざ
と
い
う
時
に
支

え
合
え
る
関
係
を
育
て
る
こ
と
。そ
れ
は
、シ
ャ

ン
テ
ィ
が
大
切
に
し
て
き
た
「
共
に
生
き
る
」

と
い
う
姿
勢
そ
の
も
の
で
す
。

　

45
年
に
わ
た
る
皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、

活
動
地
で
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
学
び
の
機

会
を
得
て
、
新
た
な
担
い
手
が
育
っ
て
き
ま
し

た
。
か
つ
て
支
え
ら
れ
た
人
々
が
、
今
度
は
自

ら
の
地
域
や
社
会
を
支
え
る
姿
も
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
教
育
支
援
は
一
時
的
な
助
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
人
が
自
分
の
力
を
取
り
戻
し
、
未
来
を

切
り
拓
く
力
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
続
け
て
き
た
絵
本
を
中
心
と
し

た
活
動
も
、
私
た
ち
の
歩
み
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
絵
本
は
国
境
や
言
葉
、
文
化
の
違
い
を
越

え
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
安
心
と
喜
び
を
届

け
ま
す
。
そ
し
て
、
絵
本
に
関
わ
る
人
々
の
間

に
、
静
か
で
確
か
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
小
さ
な
積
み
重
ね
こ
そ
が
、

平
和
を
育
む
土
台
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

事
務
局
長
あ
い
さ
つ

45
年
の
歩
み
、
そ
の
先
へ 

―

本
と
学
び
が
つ
な
ぐ
平
和
と
共
生

　

こ
れ
か
ら
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
に
は
、
45
年
の
中

で
培
っ
て
き
た
変
わ
ら
な
い
信
念
を
守
り
な
が

ら
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
柔
軟
に
進
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
危
機
の
中
に
あ
る

人
々
、
取
り
残
さ
れ
や
す
い
人
々
の
声
に
耳
を

澄
ま
し
、
本
を
通
し
た
教
育
文
化
支
援
を
通
じ

て
、
一
人
ひ
と
り
の
生
き
る
力
を
育
む
。
そ
の

使
命
を
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

　

世
界
が
分
断
へ
と
向
か
い
か
ね
な
い
今
だ
か
ら

こ
そ
、私
た
ち
は
、身
近
な
誰
か
を
思
い
や
る
心
と
、

遠
く
に
生
き
る
誰
か
の
痛
み
を
想
像
す
る
力
を
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
は
、
こ
れ
ま
で
歩
み
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
へ
の
深
い
感
謝

を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
本
と
学
び
の
力
を
信
じ
、

す
べ
て
の
人
が
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
ら
れ
る
、

平
和
で
共
生
的
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
歩

み
続
け
ま
す
。

中期事業計画（2025年～ 2030年）

1981年の設立以来、団体が培ってきた幅広いネットワ
ークを拡大・深化し、教育・文化活動を推進することで、
複雑化・多様化する人道危機や社会課題への取り組み
を強化します。

1 危機下にある人 、々取り残された人々の生きる力を
    育む教育・文化支援を拡充します 
・緊急人道支援および危機下での教育・文化・図書館事業の強化
・対象地域の文化を尊重し、教育・文化・図書館事業を通じ

た開発事業を推進
・共生社会を実現するための国境を越えた事業を推進
・日本国内における緊急人道支援および防災・減災への対応を推進
・人道・開発・平和の連携を念頭に、質の高い事業実施の

ための基盤整備、ナレッジ・マネジメントを推進すると共に、
   成果の発信を行う
 2 取り残された人々の権利の推進ならびに平和・
   共生社会実現のためのネットワーク連携・政策提言を
    強化します
・連携ネットワークに積極的に参画し、社会課題の解決に貢献
・活動地における連携ネットワークへの参画を強化
・政策提言を行うための基盤整備

3 国内外における団体認知の拡大により、
    必要な資金を調達します
・国内外における団体の認知拡大
・イベント・ワークショップの実施および開発教育教材の作成を

通じて、市民が参加しやすい環境づくり・既存支援者との関係
構築

・新たな収益事業の構築を含む、財源の多様化と拡充

4 設立理念を大切にし、必要とされる事業が安定して
    継続できることを目指した組織構造を再構築します
・事務所機能と役割の再構築
・内部統制の強化
・組織の理念継承のための基盤整備
・組織の国際化を目的とした基盤整備と管理業務の効率化
・市民社会活動を実践し貢献できる、高い専門性を持った人

材を育成

特 集



　
メ
ス
ラ
イ
オ
ン
の
両
親
は
、「
お
前
が
娘
を
心

か
ら
愛
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
っ
た
。
お
前
を

も
っ
と
よ
く
知
る
た
め
に
、
お
前
の
家
へ
行
き

お
前
の
父
上
母
上
に
お
会
い
す
る
と
し
よ
う
」

　
ラ
イ
オ
ン
は
、す
っ
か
り
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

「
も
し
仙
人
が
本
当
の
こ
と
を
話
し
た
ら
、
お

れ
の
顔
は
ま
る
つ
ぶ
れ
だ
。
あ
の
メ
ス
ラ
イ
オ

ン
と
も
結
婚
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
よ
し
、
そ
れ

な
ら
い
っ
そ
仙
人
を
た
べ
て
し
ま
え
」

 

「
修
行
中
の
仙
人
が
犬
を
飼
う
の
は
良
い
こ
と

で
は
な
い
。
狩
猟
犬
を
飼
っ
て
い
た
ら
、
村
人

も
疑
う
だ
ろ
う
。
仏
教
の
戒
律
を
犯
す
こ
と
に

も
な
る
」

　
そ
こ
で
仙
人
は
呪
文
を
唱
え
、
犬
を
子
鹿
に

変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
子
鹿
に
な
っ
た
犬
が
森
を
歩
い
て
い
る
と
、

目
の
前
に
ト
ラ
が
出
現
。
子
鹿
は
危
険
を
察
し
、

急
い
で
仙
人
の
家
へ
帰
り
ま
し
た
。
仙
人
は
、

子
鹿
が
ト
ラ
か
ら
逃
げ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る

と
、
ま
た
呪
文
で
子
鹿
を
ト
ラ
に
変
え
ま
し
た
。

2
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世
界
の
絵
本
を

読
ん
で
み
よ
う
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ラ
オ
ス
2
0
0
3
年

シ
ャ
ン
テ
ィ
出
版
絵
本

　
ず
っ
と
昔
、
犬
を
つ
れ
た
猟
師
が
い
ま
し
た
。

犬
は
ウ
サ
ギ
を
追
っ
て
森
の
中
を
走
り
回
っ
て

い
る
う
ち
に
、
仙
人
の
家
を
見
つ
け
ま
し
た
。

ウ
サ
ギ
を
結
局
捕
ま
え
ら
れ
ず
疲
れ
て
い
た
犬

は
、
そ
の
家
の
足
洗
い
場
の
水
を
ご
く
ご
く
飲

む
と
、
す
や
す
や
と
寝
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
仙
人
は
犬
を
見
つ
け
る
と
、
か
わ
い
そ
う
に

思
い
ご
は
ん
を
与
え
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
な

か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
犬
は
、
猟
師
の
元
に

帰
る
の
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ト
ラ
に
な
っ
た
犬
は
、
今
度
は
大
き
な
ラ
イ

オ
ン
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。
ト
ラ
は
、

ま
た
仙
人
の
家
に
あ
わ
て
て
逃
げ
帰
り
、
そ
れ

を
み
た
仙
人
が
、
ま
た
ま
た
呪
文
を
唱
え
る
と
、

今
度
は
ラ
イ
オ
ン
の
姿
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
に
な
っ
た
犬
が
の
ん
び
り
森
を
散

歩
し
て
い
る
と
、
メ
ス
の
ラ
イ
オ
ン
に
出
会
い

ま
す
。
２
頭
の
ラ
イ
オ
ン
は
お
互
い
に
好
き
に

な
り
、
メ
ス
の
ラ
イ
オ
ン
の
両
親
に
結
婚
さ
せ

て
ほ
し
い
と
頼
み
ま
し
た
。

1

　
犬
は
メ
ス
ラ
イ
オ
ン
や
森
の
動
物
た
ち
か
ら

も
笑
わ
れ
、
あ
ま
り
の
恥
ず
か
し
さ
に
猟
師
の

家
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
二
度
と
こ

の
森
に
は
姿
を
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
は
、
仙
人
の
家
へ
先
回
り
す
る
と
、

牙
を
む
き
出
し
、
全
身
の
毛
を
逆
立
て
ま
す
。

そ
れ
を
み
た
仙
人
は
、
ラ
イ
オ
ン
の
考
え
を
見

破
り
ま
す
。

 

「
犬
よ
、
わ
し
は
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
て
お
前

を
子
鹿
に
も
ト
ラ
に
も
、
そ
し
て
ラ
イ
オ
ン
に

も
し
て
や
っ
た
の
に
、
お
前
は
そ
の
恩
を
忘
れ

た
の
か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
も
と
の
犬
に
戻
る
が

い
い
」

　
す
る
と
、
ラ
イ
オ
ン
は
一
瞬
で
犬
の
姿
に

戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

4

ラ
イ
オ
ン
に
な
っ
た
犬

3

5

6



世界の麺

世界の麺

麺

麺
シャンティの活動地にはユニークな麺料理
がたくさんあります。お年寄りから子ども
たちまで年齢や世代を問わず愛される麺
料理を、シャンティの職員がご紹介します。

　
オ
ン
ノ
・
カ
ウ
ス
ェ
ー
は
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル

ク
の
コ
ク
と
柔
ら
か
く
煮
込
ん
だ
鶏
肉
の
、
マ

イ
ル
ド
で
心
温
ま
る
味
わ
い
が
魅
力
で
す
。
オ

ン
ノ
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
カ
ウ
ス
ェ
ー
は
麺
を
意
味

し
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
年
齢
問
わ
ず
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
麺
料
理
で
、

朝
食
や
昼
食
に
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ー
プ
の
つ
く
り
方
は
、
す
り
お
ろ
し
た
ニ

ン
ニ
ク
、タ
マ
ネ
ギ
、シ
ョ
ウ
ガ
、タ
ー
メ
リ
ッ

ク
パ
ウ
ダ
ー
を
炒
め
て
、
香
り
が
出
た
と
こ
ろ

で
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
た
鶏
肉
を
香
ば

し
く
焼
き
ま
す
。
ペ
ー
ス
ト
状
に
し
た
ひ
よ
こ

豆
粉
を
少
し
加
え
て
火
を
通
し
、
重
た
く
な
っ

た
ら
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
、
エ
シ
ャ
ロ
ッ
ト

（
小
さ
い
タ
マ
ネ
ギ
の
仲
間
）、
鶏
だ
し
ス
ー
プ
、

調
味
料
を
加
え
て
煮
込
み
ま
す
。
味
付
け
は
塩
、

魚
醤
、
砂
糖
、
シ
ー
ズ
ニ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
で
す
。

　
温
か
い
ス
ー
プ
に
、
ゆ
で
た
小
麦
麺
と
お
好

み
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
盛
り
つ
け
て
で
き
あ
が
り

で
す
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
は
、
魚
の
す
り
身
を
揚

26

ミャンマー事務所

ナイン・ティリ・ザウ
さん

ヤンゴン事務所で総務経理
アシスタントとして働いて
います。

ミャンマーの麺　
［オンノ・カウスェー］

コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ
ル
ク
ス
ー
プ
で
マ
イ
ル
ド
な
ミ
ャ
ン
マ
ー
伝
統
麺

げ
た
も
の
、
パ
リ
パ
リ
の
揚
げ
麺
、
ス
ラ
イ
ス

し
た
ゆ
で
卵
、
パ
ク
チ
ー
、
ラ
イ
ム
、
チ
リ
パ
ウ

ダ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
オ
ン
ノ
・
カ
ウ
ス
ェ
ー
は
、
喫
茶
店
、
屋
台
、

伝
統
料
理
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
場
所
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
約

2
6
5
円
～
7
6
0
円（
3,
5
0
0
チ
ャ
ッ
ト

～
1
0,
0
0
0
チ
ャ
ッ
ト
）で
す
。

震
災
か
ら
2
年
半
が
た
ち
、
能
登
半
島
で
は
自
宅
を
失
っ
た
住
民
向
け
の
災
害
公

営
住
宅
が
完
成
し
た
地
区
も
出
て
き
ま
し
た
。
輪
島
市
で
は
、
約
1
、2
0
0
戸
の

整
備
が
進
め
ら
れ
、
入
居
開
始
は
令
和
10
年
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
が
恒
久
的
な
住
ま
い
を
心
待
ち
に
す
る
中
、
地
域
に
よ
っ
て
は
入
居
に
伴
い
離
郷

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
も
い
ま
す
。
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

向
き
合
う
中
、
私
た
ち
も
関
心
を
持
ち
、
心
を
寄
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

移動図書館活動の報告
　移動図書館活動の開始から2年がたち、これまで
306回運行し、延べ2,606人が利用、4,062冊を貸し
出しました。また、120人が移動図書館をきっかけに新
たな図書館の利用者となり、地域に潜在的なニーズ
があったこともうかがえます。毎月顔を合わせる利用
者さんも多く、年月とともに思い出が積み重なります。
　震災後は出張・移動・訪問型サービスの需要が高
まる中、移動図書館も本を届けるとともに、人と人を
つなぐ居場所として親しまれる存在であり続けたいと
思います。

保育園での移動図書館活動の報告
　2026年4月から保育所4園への運行を開始し、168
人の園児に毎月本を貸し出しているほか、図書館員に
よる絵本の読み聞かせも好評です。
震災後は図書館の解体や移設に伴い、子どもたちが
図書館を利用する機会が減っていました。移動図書館
をきっかけに初めて図書館の本に触れる子どもも多く、
たくさんの本の中から自分で選ぶ体験を楽しんでいま
す。一度に70冊以上を貸し出すこともあり、先生方か
らも読み聞かせ用の大型絵本や紙芝居、季節の行事
に合わせた本のリクエストを数多くいただいています。

令和6年
能登半島地震
活動報告

メンタルが強くなるような本がいい。
大相撲とかスポーツ選手の言葉を聞
くと強くなれるのよ（70代女性）

震災後、初開催の門前祭

読み聞かせする図書館員

保育園を訪問する移動図書館車

本を手に取る利用者©川畑嘉文

図書館員とシャンティ職員



生産者団体の女性たち　撮影：岡篤郎
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等
身
大
で
語
り
か
け
る
、

人
権
の
絵
本

　
み
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
で
し
た
。
ぼ
く
た
ち

は
、
等
し
く
生
ま
れ
ま
し
た
。
で
も
、
世

の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
暮
ら
し
て
い

て
、
思
い
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
村
の
塀
か

ら
国
境
が
で
き
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
も
交
え

な
が
ら
、
人
権
に
つ
い
て
語
り
か
け
る
絵

本
で
す
。

　
中
川
さ
ん
か
ら
、「
以
前
に
こ
ん
な
文
を

書
い
た
の
だ
け
ど
、
絵
本
に
で
き
な
い
か

な
」と
相
談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
文

が
最
初
に
書
か
れ
た
20
年
ほ
ど
前
よ
り
世

界
は
さ
ら
に
不
安
定
に
な
り
、
残
念
な
が

ら「
ど
う
し
て
争
い
は
起
こ
る
の
か
」と
話

す
機
会
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ま
わ
り
で
も

増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
中
川
さ
ん
は
、
認
め
合
う
こ
と
を「
そ

れ
が
、
む
ず
か
し
い
。
な
か
な
か
む
ず
か

し
い
」と
素
直
に
言
い
つ
つ
も
「
千
載
一
遇
、

こ
こ
に
居
合
わ
せ
た
の
だ
か
ら
、
尊
重
し

合
お
う
よ
。
尊
敬
し
合
お
う
よ
。
許
し
合

お
う
よ
」と
語
り
か
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
、
年
齢
の
方
に
読
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ラ
オ
ス
の
生
産
者
団
体
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

近
郊
の
村
々
で
は
、
多
く
の
人
が
農
業
を
中
心
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
ゴ
ム
栽
培
が
主
要
な
収
入
源
と
な
る
一
方
、
農
閑

期
に
は
刺
繍
が
貴
重
な
現
金
収
入
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
子
ど
も
の
新
学
期
を
前
に
学
用
品
の
購
入
が
必
要
と
な

る
時
期
に
は
、
刺
繍
の
仕
事
を
希
望
す
る
家
庭
が
増
え
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
や
働
き
に
出
る
こ
と
が
難
し
い
人

に
と
っ
て
も
、
自
宅
で
取
り
組
め
る
刺
繍
は
大
切
な
仕
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
長
年
協
力
し
て
い
る
カ
マ
ク
ラ
フ
ト
の
村

で
は
、
若
い
世
代
に
も
刺
繍
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

最
近
は
新
し
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
加
わ
り
、
一
枚
一
枚
の
布

に
手
描
き
で
原
画
を
描
い
て
い
ま
す
。
手
仕
事
な
ら
で
は
の

温
か
み
や
個
性
は
、
こ
う
し
た
丁
寧
な
工
程
か
ら
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
刺
繍
を
通
じ
て
受
け
継
が
れ
る
技
術
と
暮
ら
し
の

知
恵
が
、
今
日
も
村
の
中
で
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

ラオスの森ランチトート
ラオスの森の動物たちが手刺繍で施されたランチトート
です。一見同じように見える商品の刺繍も、世代交代と
ともに少しずつデザインや色合いが変化しています。先
輩たちの刺繍を見よう見まねで学んだ若いつくり手たち
が、経験を重ねる中で自分らしい表現を加え、手仕事な
らではの個性を育んでいます。

ラオスの生産者団体

シビライ村の刺繍
しゅう

生産者グループ
カマクラフト生産者グループ

［つくり手さんの紹介］

つくり手さんのぬくもり

作：中川ひろたか
絵：松田奈那子
出版社：アリス館

『地球に暮らす
ぼくたちへ』

絵本に込められた想い クラフトエイドはアジア各国で民族独自の伝統や技術を
生かした商品づくりに取り組んできました。このページで
は民族の手仕事とスタッフおすすめの商品を紹介します。

子どもたちの年齢や文化的背景に応じて必要な絵本は異なり、
児童書の書店員、図書館員、出版社から、おすすめを教えても
らっています。それぞれの絵本に込められた想いを紹介します。

参加のお申し込みは
こちらから

たった一つの地球に等しくある私たちの命。互いを
認め尊敬し合える世の中を願い、2027年度にビルマ
語とカレン語で取り組みます。

言語・テーマ

クラフトエイドのオンラインストア
から商品をご購入いただけます。

スタッフの
おすすめ商品
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人事のお知らせ

　
シャンティからのお知らせ

当会へのご寄付は、所得税、住民税、および法人税、相続税の優遇措置が受けられます。
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●お問合せ
広報・リレーションズ課
電話：03-6457-4585

シャンティ設立45周年イベント『活動地の最前線
から、未来へ。－シャンティの平和への思い』
2026年はシャンティ設立から45年を迎えます。今年のシャ
ンティの日（12月10日）を記念し、活動地の最前線から現
状と課題、そして未来への展望を直接お伝えします。こ
れまでの実践を振り返りながら、次の時代に向けて何が
できるのかを、共に考えるイベントを開催します。詳細は
随時シャンティ公式ウェブサイトにてお知らせいたします。
▶日　　時：2026 年 12 月 9 日（水）
▶参 加 費：無料
▶開催形式：オンライン配信

2026年度定時社員総会·イベントのお知らせ
2026 年度総会を下記の通り開催いたします。総会で議
決権のある社員会員の皆さまには、3月初旬に資料をお
送りします。総会後にイベントを予定しています。
▶日 時：2027年3月26日（金）

遺産・相続財産寄付を受け付けています 
遺贈とは、ご自身が遺される財産や、相続された財産の
一部を「未来を担う子どもたち」のために託していただく
ご寄付です。
「遺言」によってご自身が遺される場合だけでなく、ご
遺族が故人の遺志を受けて相続財産を役立てたいとお
申し出いただくご寄付や、お香典・お花料からのご寄付
など、「遺贈」にはさまざまなかたちがございます。
シャンティでは、遺贈・相続財産寄付に関するパンフレット

をご希望の方にお送りし
ております。個別のご相
談もお受けしております
ので、お気軽にお問い合
わせください。

　
青
く
澄
み
渡
る
空
と
光
き
ら
め
く
凪な

ぎ

の
海
。そ
ん

な
景
色
の
中
を
色
彩
豊
か
な
移
動
図
書
館
車
が
走
っ

て
い
く
。
初
め
て
そ
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
た
時
、
思
わ

ず
口
に
し
ま
し
た
。「
こ
れ
を
実
写
化
し
た
い
！
」

　
3
月
に
シ
ャ
ン
テ
ィ
か
ら
輪
島
市
立
図
書
館
へ

寄
贈
さ
れ
た
移
動
図
書
館
車
。
し
っ
か
り
と
記
録

し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
条
件
は
厳
し
い

で
す
。
撮
影
日
は
1
日
の
み
だ
か
ら
天
気
が
心
配
。

事
前
に
撮
影
地
の
選
定
を
お
願
い
し
、
天
気
予
報

を
入
念
に
確
認
。

　
7
月
16
日
、
撮
影
日
の
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
予
報
通
り
光
浦
町
に
着
く
午
後
に
は
突

き
抜
け
る
青
空
と
な
り
ま
し
た
。
高
台
に
上
り
三

脚
を
立
て
、
ほ
か
の
車
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
確
認
し
て
移
動
図
書
館
車
を「
G
o
!
」

　
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
イ
ラ
ス
ト
に
負
け

な
い
良
い
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！
　

Shanti s 
Photo  Log 
ファインダーを　 　のぞいて

川畑 嘉文（フォトジャーナリスト）
Yoshifumi KAWABATA

ニューヨークの雑誌社勤務時代に9.11を経験し、記者職を捨て写真
の道に進むことを決意。2002年、会社を退職しタリバン政権崩壊後
のアフガニスタンを訪れ取材を行った。2005年フリーランスのフォト
ジャーナリストとなり、世界中の難民キャンプや貧困地域、自然災害の
被災地で取材を行い、雑誌や新聞などに写真と原稿を寄稿している。

30

日本海の大海原を背景に
ベストショット

❶

❷

❶

❸

移動
図書
館車

ゆ
け
!

❶ 沿岸を走る移動図書館車
❷ 撮影中の筆者（鈴木晶子さん撮影）　
❸「本は気分転換には最適」と話した利用者のみなさん

■入  職
木村 沙弥香
事業サポート課 民間資金対応担当（パートタイム職員）	 2026年4月1日付

水木 茉里奈
国内外緊急人道支援課 海外緊急人道支援担当	 2026年4月6日付

ムカルジー 杏奈
広報·リレーションズ課 絵本を届ける運動担当

（パートタイム職員）	 2026年4月23日付

平 瑠美　事業サポート課 事業調整担当	 2026年5月11日付
鷲澤 七泉
緊急人道支援課 緊急人道支援アシスタント	 2026年5月11日付

アン ジンヒ
緊急人道支援課 緊急人道支援アシスタント（パートタイム職員）	 2026年5月11日付
佐藤 光  総務人事課 総務労務担当	 2026年6月1日付
千本木 恵美子  経理課 課長補佐	 2026年7月1日付
御木 賢成  緊急人道支援課 国内緊急人道支援担当	 2026年8月18日付

■退  職
岩永 伸一  経理課 チーフ    	 2026年６月30日付

■異  動
鈴木 晶子
広報シニアマネージャー兼国内事業課 課長

コーポレート·コミュニケーションシニアマネージャー	 2026年4月1日付
石塚 咲
緊急人道支援課 課長 国内事業課 課長	 2026年4月1日付
中井 康博
緊急人道支援課 国内緊急人道支援担当

国内事業課 国内事業担当	 2026年4月1日付

■昇  格
玉利 清隆
事務局 次長 運営推進シニアマネージャー	 2026年4月1日付
矢加部 咲
事業サポート課 課長補佐 事業サポート課 チーフ	 2026年4月1日付

■休  職
榎本 未希  総務人事課 総務庶務担当	 2026年5月17日付

■復  職
木下 愛子  広報·リレーションズ課 絵本を届ける運動担当	 2026年4月23日付

⇨

⇨

⇨

⇨

⇨




